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本論文は,計算機ﾊ-ﾄﾞｳｪｱ上に直に実装されたｵﾍﾟﾚ-ﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ

(ﾍﾞ-ｽOS)上で,ﾕ-ｻﾞにﾍﾞ-ｽOSとは異なった仮想計算機環境を与える応

用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(OSｻ-ﾊﾞ)を対象として,これに動的保護が可能な動的構築機能
を組み込む研究をまとめたものであり,具体的には以下の機能に関する内容を取り
扱っている.

1)動的構築機能に閑しては, OSｻ-ﾊﾞ実行中に新たな磯能のOSｻ-ﾊﾞへの迫加,
迫加した磯能のOSｻ-ﾊﾞ内のｶｰﾈﾙ空間への取り込み,ｶ-ﾈﾙ空間へ取り込

んだ機能のﾕ-ｻﾞ空間への迫い出し,および迫加した機能の新たな機能との置換を
取り扱っている.取り込み機能により, OSｻｰﾊﾞが行うｼｽﾃﾑｺ-ﾙの処理を

高速に実行できるとともに,上記の機能を組み合わせることにより, OSｻｰﾊﾞを
柔軟に構築でき,ﾕ-ｻﾞ環境に適した環境を提供できる.

2)動的保護に関しては,上記の取り込み,迫い出しによるｶ-ﾈﾙ空間の動的な拡
大,縮小に伴い,ﾕｰｻﾞ空間からｶ-ﾈﾙ空間へｱｸｾｽ不可とする横能を取り扱

っている.本機能により, OSｻ-ﾊﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをﾕ-ｻﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑから保護でき
る.

本論文は,序論･結論を含め10の章からなっている.

第1章では,本研究の背景,目的,およびその意義などを概説するとともに,本
論文の構成を述ﾍﾟている.

第2章では,本研究の背景,目的,および意義を詳述している.具体的には, O
Sの構成法および実装ﾚﾍﾞﾙに閲して,議論し,本研究で対象とするOSとして,

ﾏｲｸﾛｶ-ﾈﾙｱ-ｷﾃｸﾁｬをとるOSｻｰﾊﾞとすることを述ﾍﾟている.さら

に,動的構築横能に関して,本研究で取り扱う機能を,ｼｽﾃﾑｻ-ﾊﾞのｶ-ﾈﾙ
空間への動的取り込みおよび迫い出し,新たな機能の動的迫加/取り込み/迫い出

し/置換,およびｶ-ﾈﾙｽｹｼﾞｭ-ﾗの動的置換とすることを述ﾍﾟている.

第3章では,本研究で行う動的保護機能および動的構築機能について詳述してい
る.

第4章では.本研究で行う動的構築機能を組み込む対象とするOSｻｰﾊﾞﾓﾃﾞﾙ
を述ﾍﾟている.具体的には, OSｻ-ﾊﾞの実行環境. OSｻ-ﾊﾞの内部ｱ-ｷﾃｸ
ﾁｬなどを述ﾍﾟている.

第5章では,上記OSｻ-ﾊﾞﾓﾃﾞﾙに動的保護磯能および動的構築機能を組み込

むための検討課題を老理している.さらにこれらの課題を解決するための選択肢を
いくつか捉案するとともに考察を加え,本研究で採用する解決策を述べている.

第6章では,上記第5章で述ﾍﾟた解決策の具体的実現方法を述ﾍﾟている.
第7章では,第4章のOSｻ-ﾊﾞﾓﾃﾞﾙとしてMINI‡OSｻ-ﾊﾞをとりあげ, MINI
‡ OSｻｰﾊﾞへの実装方法を詳述し,実装している.

第8章では,実装したOSｻ-ﾊﾞについて,具体的に性能評価を行っている.そ

の結果,ｼｽﾃﾑｻ-ﾊﾞのｶ-ﾈﾙ空間への取り込みは効果があること,動的保護
のｵ-ﾊﾞへｯﾄﾞはかなりあること,およびｶ-ﾈﾙｽｹｼﾞｭ-ﾗの動的置換は効果
があることを,定量的に実証している.

第9章では,関連研究について言及し,従来の研究と本研究との相違点を明確に
している.

第10章では,以上の研究成果についてまとめ,今後の課題を明らかにしている.
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論文審査結果の要旨

本論文は,計算機ﾊ-ﾄﾞｳｪｱ上に直に実装されたｵﾍﾟﾚ-ﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ

(ﾍﾞ-ｽOS)上で,ﾕ-ｻﾞにﾍﾞ-ｽOSとは異なった仮想計算機環墳を与える応

用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(OSｻ-ﾊﾞ)を対象として,これに動的保護が可能な動的構築磯能

を組み込む方法を捉案し,本磯能の有効性を示したものである.具体的には,以下

の機能を取り扱ったものである.

1.動的構築磯能: OSｻ-ﾊﾞ実行申に, i)新たな機能のOSｻ-ﾊﾞへの迫加,

ii)迫加した磯能のOSｻ-ﾊﾞ内のｶ-ﾈﾙ空間への取り込み, iii)ｶ-ﾈﾙ空間へ

取り込んだ磯能のﾕ-ｻﾞ空間への追い出し,および, iv)追加した機能の新たな機能

との置換.これらにより, OSｻ-ﾊﾞが行うｼｽﾃﾑｺ-ﾙの処理を高速に実行で

きるとともに, OSｻ-ﾊﾞを柔軟に構築でき,ﾕｰｻﾞ環境に適した環墳を捉供でき

る.

2.動的保護:上記の取り込み,迫い出しによるｶ-ﾈﾙ空間の動的な拡大,縮

小に伴い,ﾕ-ｻﾞ空間からｶｰﾈﾙ空間へｱｸｾｽ不可とする機能.本磯能により,

OSｻ-ﾊﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをﾕ-ｻﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑから保護できる.

本論文の主な成果は以下に要約される.

1.動的構築機能を組み込む対象とするOSｱ-ｷﾃｸﾁｬを分類し,それぞれの

利点,欠点について考察を加えた.その結果,動的構築機能を組み込むOSｱ-ｷ

ﾃｸﾁｬとしては,ﾏｲｸﾛｶ-ﾈﾙｱ-ｷﾃｸﾁｬをとるOSｻ-ﾊﾞﾓﾃﾞﾙが適

切であることを持摘した.

2.動的構築機能を組み込む際の対象とするOSｻ-ﾊﾞﾓﾃﾞﾙを仮定し,このﾓﾃﾞ

ﾙに動的棉築機能を実現する際の検討課題を盤理した.さらに,これらの検討課題

に対する解決策としていくつかの遺択肢を捉案するとともに.考察を加え,本研究

で採用する解決策を明らかにした.また,その実現に向けての具体的な方法を明ら
かにした,

3.本研究で仮定したOSｻ-ﾊﾞﾓﾃﾞﾙとなるMINIX OSｻ-ﾊﾞに,上記の実現方法

を実装した.このとき,必要なﾃﾞ-ﾀ構造および処理など,具体的な実装方法を明

らかにした.さらに,当該OSｻ-ﾊﾞの性能評価を行い,動的保護機能および動的

樺築機能の性能および有効性を明らかにした.具体的には. 1)ｼｽﾃﾑｻｰﾊﾞのｶ

-ﾈﾙ空間への取り込みにより,既存のｼｽﾃﾑｺｰﾙの実行時間が最大で約半分

に減少されること, 2)動的保護のｵ-ﾊﾞへｯﾄﾞは.動的保護のない場合に比ﾍﾟて約

20倍とかなりのｵ-ﾊﾞへｯﾄﾞになること, 3)ｶ-ﾈﾙｽｹｼﾞｭ-ﾗの動的置換の定

量的効果,などを明らかにした.

以上のように,本論文は,ある環境下ではあるが, OSｻ-ﾊﾞに動的構築機能を

組み込むことの有効性を定量的に示すとともに,動的保護機構の性能を定量的に示

したもので,ｵﾍﾟﾚ-ﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑの分野において,学術上,実際上寄与する

ところが少なくない.よって,本論文は,博士(工学)の学位論文として価値ある
ものと認める.


